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伝
統
つ
な
ぐ
、

 

白
河
提
灯
ま
つ
り

※写真は、令和４年度の白河提灯まつりです。

江戸時代から長い年月を経て、今に受け継がれる「白河提灯まつり」――。
コロナ禍を経て、今年は６年ぶりに通常規模での開催となります。

鹿か

嶋し
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

祭さ
い

礼れ
い

渡と

御ぎ
ょ

祭さ
い

　
白
河
の
城
下
町
の
総
鎮

守
で
あ
る
鹿
嶋
神
社
の
例

大
祭
で
、
２
年
に
１
度
、

９
月
に
３
日
間
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
そ
の
始
ま
り
は
、
白
河

藩
主
・
本
多
忠
義
が
明
暦

３
年
（
１
６
５
７
）
に
神

輿
を
奉
納
し
た
こ
と
。

　
こ
れ
以
後
、
城
下
町
を
渡
御
す
る
祭
礼
が
始

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
「
白
河
提
灯
ま
つ
り
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
正
式
名
称
は
「
鹿
嶋
神
社

祭
礼
渡
御
祭
」。
江
戸
時
代
の
武
家
社
会
の
儀

礼
・
作
法
が
今
も
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
、

別
名
「
儀
式
ま
つ
り
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
中
に
は
神
社
神
輿
が
２
日
か
け
て
旧
城

下
町
の
氏
子
各
町
を
回
る
「
総そ

う

町ち
ょ
う

渡と

御ぎ
ょ

」
と
、

各
町
内
の
屋
台
や
山
車
の
引
き
回
し
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
夜
に
は
氏
子
各
町
の
提
灯
行
列
と
神
社
神
輿

が
旧き

ゅ
う

奥お
う

州し
ゅ
う

街か
い

道ど
う

を
中
心
に
巡
行
し
「
提
灯
ま

つ
り
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
幻
想
的
な
光
の
行

列
が
続
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
神
輿
が
神
社
の
そ
ば
を
流
れ
る
阿

武
隈
川
や
境
内
の
た
い
こ
橋
を
渡
る
勇
壮
な
場

面
も
祭
礼
の
大
き
な
見
せ
場
で
す
。

夜
は
提
灯
行
列
に
よ
る
送
迎

　
夜
は
、
氏
子
各
町
の
提
灯
行
列
が
神
社
神
輿

を
送
迎
す
る
形
で
巡
行
し
ま
す
。
行
列
の
先
頭

は
、
神
社
神
輿
の
警
護
や
行
列
の
進
行
管
理
を

担
う
「
先
達（
愛
宕
町
）」。
行
列
の
中
央
に
位

置
す
る
神
社
神
輿
を
担
ぐ
の
は
、
初
日
と
最
終

日
は
「
横
町
・
田
町
」、
２
日
目
は
「
大
町
」

と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
神
社
神
輿
の
前
後
を
固

め
る
各
町
の
提
灯
行
列
の
隊
形
は
、
高
さ
10
ｍ

程
も
あ
る
「
先
達
提
灯
」
を
先
頭
に
、
高
さ
３

ｍ
程
の
「
高
張
提
灯
」、
手
提
灯
を
掲
げ
た
壮

者
（
祭
り
を
企
画
・
運
営
す
る
人
々
）
が
担
ぐ

「
町
内
神
輿
」
が
続
き
ま
す
。
そ
の
後
ろ
に
手

提
灯
を
持
っ
た
元
方
（
祭
り
を
主
宰
し
、
壮
者

を
監
督
す
る
人
々
）
が
並
び
、
最
後
は
元
方
提

灯
が
隊
形
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

　

夜
の
ま
ち
に
浮
か
び
上
が
る
提
灯
の
灯
り

や
、
小
気
味
良
い
拍
子
木
の
音
、
神
輿
を
担
ぐ

壮
者
た
ち
の
威
勢
の
良
い
掛
け
声
。
生
で
見
る

提
灯
行
列
の
迫
力
や
華
や
か
さ
は
圧
巻
で
す
。

日
中
は
神
社
神
輿
の
総
町
渡
御

　
初
日
の
夜
に
鹿
嶋

神
社
を
出
発
し
た
神

社
神
輿
は
桜
町
の
御

旅
所
で
１
泊
し
、
そ

の
後
２
日
間
か
け
て

氏
子
各
町
を
渡
御
引

継
し
な
が
ら
巡
行
し

ま
す
。
２
日
目
、
３
日
目
の
日
中
に
行
わ
れ

る
総
町
渡
御
で
は
各
町
内
の
氏
子
が
神
社
神

輿
を
担
ぎ
ま
す
が
、
町
境
で
次
の
町
内
に
神

輿
を
受
け
渡
す
際
に
は
、
祭
礼
全
体
を
執
り

仕
切
る
「
宮
本
（
桜
町
）」
が
必
ず
神
輿
を

検
分
し
、
次
の
町
内
の
氏
子
た
ち
へ
と
渡
御

引
継
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
祭
礼
中
は
各
町

内
に
「
御
旗
場
」
が
設
け
ら
れ
、
神
社
神
輿

が
御
旗
場
を
通
過
す
る
際
に
は
、
神
楽
奉
納

な
ど
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
る
総
町
渡

御
は
、
伝
統
と
格
式
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
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屋
台
・
山
車
の
引
き
回
し
に
も
注
目

　
日
中
、
各
町
で
は

伝
統
的
な
装
飾
が

施
さ
れ
た
屋
台
・
山

車
の
引
き
回
し
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
が

笛
や
太
鼓
の
お
囃
子

を
披
露
し
ま
す
。　

　
現
在
は
お
囃
子
が
主
で
す
が
、
江
戸
時
代

に
は
華
麗
な
衣
装
を
着
用
し
踊
り
芸
を
披
露

し
て
お
り
、
家
業
を
怠
る
ほ
ど
子
ど
も
の
稽

古
に
熱
が
入
る
家
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
太
鼓
を
た
た
く
リ
ズ
ム
や
お
囃
子
に
は
町

ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
夏
に
な
る
と
集
会
所

な
ど
で
練
習
が
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん
と
町
中

が
お
祭
り
モ
ー
ド
に
入
り
ま
す
。
夢
中
で
練

習
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
今
も

昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
伝
統
を
紡
ぎ
、
元
気
に
祭
り
を
盛
り
上
げ

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
必
見
で
す
。
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昭和30年代　阿武隈川渡河

昭和33年　神社神輿総町渡御

昭和61年　神社神輿

平成15年　高張提灯

平成30年　神社神輿



　

白河提灯まつり
令和６年９月13日(金)～15日(日)
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白河駅白河駅

天神町天神町

コミネスコミネス 図書館図書館

中町中町

城山公園駐車場城山公園駐車場

総合運動公園駐車場総合運動公園駐車場

市役所臨時駐車場市役所臨時駐車場

PP
阿武隈川阿武隈川

東北本線東北本線

ヨークベニヨークベニ
マル横町店マル横町店

本町本町

年貢町年貢町 桜町桜町
TSUTAYATSUTAYAPP PP

14日　先達出発　　　午後５時
　　　 神社神輿出発　午後５時50分
　　　 宮本出発　　　午後７時

九番町

◦祭典・日程・進路順路の
　問い合わせ先
　鹿嶋神社☎�3079
　白河観光物産協会☎�1147

※鹿嶋神社駐車場は利用できません。
※総合運動公園駐車場・市役所臨時駐車場は、提灯の行列が全て通過するまで車　　
　の出し入れはできません。

総合運動公園駐車場、城山公園駐車場、市役所臨時駐車場

14日出発！   

向寺～鹿嶋神社
九番町～御旅所

13日行列経路   
14日行列経路
15日行列経路

鹿嶋神社～御旅所

向寺向寺

御御
おお

旅旅
たびたび

所所
しょしょ

九番町九番町

鹿嶋神社鹿嶋神社
全町渡河全町渡河

　　 駐車場　　 駐車場PP

13日　先達到着　　　午後８時
　　　 神社神輿到着　午後８時50分
　　　 宮本到着　　　午後10時

御旅所

14日　先達到着　　　午後７時
　　　 神社神輿到着　午後７時50分
　　　 宮本到着　　　午後９時

13日出発！   
13日　先達出発　　　午後６時30分
　　　 神社神輿出発　午後７時20分
　　　 宮本出発　　　午後８時30分
　　　 　　　 ※※たいこ橋渡り・全町渡河たいこ橋渡り・全町渡河
　　　　 午後６時30分～８時30分頃
15日　先達到着　　　午後７時15分
　　　 神社神輿到着　午後８時 ５分
　　　 宮本到着　　　午後９時15分
　　　 ※全町渡河・たいこ橋渡り※全町渡河・たいこ橋渡り
　　　　　           午後７時～９時頃
　　 　※参加全町お手打ち※参加全町お手打ち
　　　　　　　　　 午後９時45分頃

鹿嶋神社15日出発！   
15日　先達出発　　　午後５時15分
　　　 神社神輿出発　午後６時 ５分
　　　 宮本出発　　　午後７時15分

向寺・田町

14日　先達通過　　
　　　　　午後５時50分
　　　 神社神輿通過
　　　　　午後６時40分
　　　 宮本通過
　　　　　午後７時50分

セブンイレブン前

14日　先達通過　　　午後６時20分
　　　 神社神輿通過　午後７時10分
　　　 宮本通過　　　午後８時20分

白河駅前交差点

14日　先達通過　　　午後６時40分
　　　 神社神輿通過　午後７時30分
　　　 宮本通過　　　午後８時40分

四辻交差点

15日　先達通過　　　午後６時 ５分
　　　 神社神輿通過　午後６時55分
　　　 宮本通過　　　午後８時 ５分

伝
統
を
つ
な
ぐ
、
担
い
手
の
思
い

鹿嶋神社氏子壮者会

会長　秋山 政信 さん

　
自
分
は
、
小
学
校
４
年
生
の
時
に
初
め
て
お
囃
子

と
し
て
ま
つ
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
時
は
子
ど
も
た
ち
の
人
数
も
多
く
、
町
内
に
住

む
男
の
子
は
お
囃
子
を
や
る
の
が
当
た
り
前
の
状
況

で
し
た
が
、
近
年
は
ど
の
町
内
も
年
々
参
加
人
数
が

減
少
し
て
お
り
ま
す
。
進
学
や
就
職
に
よ
り
地
元
に

残
る
人
が
減
少
し
、
各
町
内
の
人
だ
け
で
は
参
加
人

数
が
足
り
な
い
た
め
、
現
在
で
は
町
内
に
限
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り
の
あ
る
人
た
ち
に
他
の
地
域

か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
各
町
の
壮
者
筆
頭
が
集
ま
る
壮
者
会
で
は
、
歴
史

あ
る
白
河
提
灯
ま
つ
り
を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

15
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
年
、
小
学
校
で
出
前
講
座
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
少
し
で
も
提
灯

ま
つ
り
に
興
味
を
も
ち
、
参
加
し
て
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
６
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
で
、
こ
れ
か
ら

の
ま
つ
り
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
人

手
不
足
で
神
輿
を
担
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
提
灯
の
み

の
行
列
と
な
る
町
内
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
つ
な
い

で
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
次
の
世
代
の
人
た
ち

の
考
え
で
必
ず
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。
今
ま
で
伝
統
を
培
っ
て
こ
ら
れ
た
諸

先
輩
方
や
他
町
の
方
々
と
も
意
見
を
交
わ
し
な
が

ら
、
白
河
提
灯
ま
つ
り
を
守
り
つ
な
い
で
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
ま
つ
り
当
日
は
各
町
さ
ま
ざ
ま
な
山

車
の
引
き
回
し
や
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
太

鼓
を
た
た
く
お
囃
子
の
姿
を
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
夜
は
提
灯
を
掲
げ
て
練
り
歩
く
姿
、

行
列
が
織
り
な
す
彩
り
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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白
河
提
灯
ま
つ
り
を
間
近
に
控
え
た
今
、
歴
史
あ
る
ま
つ
り
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
に
奮
闘
す
る
鹿
島
神

社
氏
子
壮
者
会 

会
長
の
秋
山
さ
ん
（
宮
本
・
桜
町
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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